







































































































































































































































































































































15）同前書、666 〜 667 頁。地下水取水量の比率を流域で分けると、海河流域が 33.6％であるのに対して黄河流
域が 66.4％となっていて、黄河からの引水より地下水利用の方が優先されていることが分かる。また地下水の
過剰な開発によって泉源が枯渇しつつある（同前書、822 頁）。
16）同前書、645 〜 646 頁。




22 〜 23 頁。
19）同前書、28 頁。








年間降水量は 1954 〜 1974 年で平均して 658.6㎜であったが、1977 〜 1989 年には平均 425㎜に減少した。一方、




















43）周訓・胡伏生・何江濤・王旭升・趙亮編『地下水科学概論』（地質出版社、2009 年）194 〜 195 頁。
44）同前書、188 頁。




47）同前書、350 〜 351 頁。








53）『中国地下水資源与環境』156 頁によれば、民勤オアシスでは一時 17,000 本以上の動力井戸が建設され、
100㍍以上の深井戸は 8,000 本以上で、年間５億㎥を超える揚水量であったという。
54）同前書、52 頁、156 〜 158 頁。ただし民勤県の紅崖山灌区では用水価格の高さから、2001 年段階では分配予
定の年間 6,100 万㎥ではなく 4,500 万㎥の消費に止まっている（張蔚榛・張瑜芳「地下水超采対農業灌漑的影響
及其対策」『中国地下水開発利用』16 頁）。





























77）2015 年４月２日に国務院が発表した「水汚染防治行動計画の通知」では、① 2020 年までに化学肥料の利用
率を 40％に高め、低農薬で生育する環境効益が突出した農作物の栽培、②動力井戸の建設規制と未公認の井戸
の閉鎖、③地下水の揚水禁止区と制限区の設定などを通して、2020 年までに全国の水環境の質と量は段階的に
改善される、と宣言している（国務院等『水汚染防治行動計画』人民出版社、2015 年、３〜 14 頁）。しかし、
法体系の整備、予算措置、統一的管理機構の整備と人員の配置など具体的な取り組みを時間をかけて進めない
と実効性を持たないし、2015 年に通知して 2020 年に効果を生むような簡単な取り組みではないことは指摘し
ておきたい。
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中国北部の地下水と環境関係略図
